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資
本
集
申
と
過
剰
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本
の
累
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夫

　
ば
　
じ
　
め
　
に

１
　
過
剰
資
本
の
形
態

　
１
）
　
過
剰
資
本
の
廃
棄

　
　
ｍ
廃
棄
の
条
件

　
　
凹
　
「
悪
循
環
」
と
不
平
等
の
拡
大

　
２
）
　
過
剰
資
本
の
残
存

　
　
ｍ
移
態
の
転
化

　
四
過
剰
設
備

皿
　
利
潤
率
の
低
下
と
資
本
集
中

　
１
）
　
資
本
の
過
多
と
過
剰

　
２
）
資
本
集
中

皿
　
資
本
案
中
と
過
剰
資
本
の
累
積

　
１
）
　
生
産
条
件
の
変
化

　
２
）
競
争
条
件
の
変
化

　
３
）
　
遇
剰
資
本
の
圧
力

　
　
　
　
は
　
じ
　
め
　
に

　
独
占
形
成
の
主
な
要
因
は
、
周
知
の
よ
う
に
生
産
と
資
本
の
集
積
と

集
中
が
進
む
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
二
つ
の
側
面
か
ら
独
占
彬
成
に

作
用
す
る
。
一
方
で
は
、
集
積
と
集
中
の
進
展
に
と
も
な
っ
て
、
当
該

部
門
で
平
均
的
な
利
潤
量
と
利
潤
率
を
獲
得
す
る
の
に
必
要
な
最
低
の

資
本
の
観
模
が
巨
大
に
な
り
、
以
前
と
比
べ
て
新
企
業
の
出
現
や
中
小

資
本
の
進
出
が
困
難
と
な
る
。
そ
し
て
、
逆
に
既
存
の
い
く
っ
か
の
大

企
業
が
、
当
該
部
門
の
生
産
の
大
半
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
大
企
業
の
共
同
行
動
が
可
能
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
他
方
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

は
、
こ
の
過
程
で
、
同
時
に
、
過
剰
資
本
が
形
成
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

生
産
の
規
模
が
巨
大
化
し
て
い
る
も
と
で
、
大
資
本
間
の
無
制
限
な
競

争
が
展
開
さ
れ
れ
ぱ
、
そ
れ
に
う
ち
勝
つ
た
め
に
は
、
過
剰
な
生
産
が



避
け
ら
れ
な
く
た
る
。
そ
し
て
、
こ
の
過
剰
資
本
は
、
ど
の
大
資
本
に

と
っ
て
も
不
利
な
価
伎
破
壊
を
ひ
き
お
こ
す
。
し
か
も
跨
大
で
あ
る
。

こ
の
過
剰
資
本
の
圧
迫
に
よ
っ
て
、
自
山
な
無
制
限
な
競
争
が
困
難
と

な
る
。
競
争
が
制
限
さ
れ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。

　
以
上
の
二
側
面
か
ら
、
独
占
形
成
の
要
因
が
、
既
に
、
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
前
者
の
う
ち
最
低
必
要
資
本
量
の
増
大
に
関
す
る
点
は
、

参
入
阻
止
価
格
論
の
一
つ
の
基
軸
に
さ
れ
、
展
開
さ
れ
て
い
る
通
り
で

あ
毎
）
し
か
し
・
後
者
の
過
剰
資
本
の
圧
迫
は
、
い
わ
ゆ
る
「
大
不
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

期
」
（
１
９
Ｃ
末
独
占
形
成
期
）
を
対
象
と
し
た
独
占
彬
成
の
研
究
を
除
い

て
・
独
占
形
成
過
程
の
理
論
上
の
不
可
欠
の
要
因
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

参
入
阻
止
価
格
彬
成
論
が
そ
う
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
こ
の
独
占
成
立
へ
の
圧
迫
と
な
っ
た
過
剰
資

本
の
形
成
と
累
積
の
要
因
を
と
り
あ
げ
る
。

　
通
常
、
過
剰
資
本
は
、
産
業
循
環
の
な
か
で
、
主
に
恐
慌
．
不
況
局

面
で
、
周
期
的
に
彩
成
さ
れ
発
現
し
廃
棄
さ
れ
る
。
こ
の
廃
棄
に
よ
っ

て
・
一
時
的
で
あ
れ
、
再
生
産
の
均
衡
が
回
復
し
、
新
た
な
産
業
循
環

の
出
発
の
た
め
の
条
件
が
彩
成
さ
れ
る
。
い
い
か
え
れ
ぱ
、
恐
慌
の
こ

の
作
用
が
正
常
に
働
く
限
り
、
過
剰
資
本
が
累
積
す
る
こ
と
は
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
も
し
、
こ
の
過
剰
資
本
が
恐
慌
を
経
て
も
充
分
廃
棄
さ
れ

　
　
　
　
資
本
集
中
と
過
剰
資
本
の
累
積
（
山
本
）

っ
く
さ
ず
残
存
す
る
条
件
が
現
わ
れ
れ
ぱ
、
事
情
は
違
っ
て
く
る
。
資

本
蓄
積
は
圧
迫
さ
れ
、
白
由
競
争
が
困
難
と
な
り
、
諸
資
本
に
よ
る
過

剰
資
本
に
対
す
る
新
た
な
対
応
が
必
要
と
在
る
。

　
こ
の
過
剰
資
本
の
残
存
の
要
因
に
は
、
さ
し
あ
た
り
次
の
二
重
の
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
過
剰
資
本
の
発
現
の
し
か
た
や
廃
棄
の

さ
れ
か
た
に
生
じ
た
変
化
の
た
か
に
あ
る
。
更
に
、
も
う
一
っ
は
、
過

剰
資
本
を
形
成
す
る
要
因
に
、
資
本
の
蓄
積
の
進
展
（
た
と
え
ば
固
定
資

本
の
巨
大
化
や
生
産
能
力
の
巨
大
化
も
そ
の
要
素
で
あ
る
）
に
加
え
て
、
特
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

資
本
の
集
中
運
動
が
作
用
す
る
よ
う
に
た
っ
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。

前
者
の
契
機
が
本
稿
の
前
半
を
な
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
後
者
の
資
本
集
中
の
進
展
に
よ
る
過
剰
資
本
の
彩
成

を
、
後
半
で
と
り
あ
げ
る
。
資
本
の
集
中
は
、
従
来
か
ら
説
明
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
必
要
資
本
最
の
増
大
で
あ
る
と
と
も
に
ー
、
資
本
の
収
奪

過
程
で
ポ
り
、
そ
の
結
果
諸
資
本
の
不
平
等
な
関
係
が
拡
大
す
る
過
程

で
あ
る
。
と
い
う
の
は
。
市
場
価
値
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
な
自
由
な
平

等
た
競
争
が
展
開
さ
れ
て
い
て
も
、
費
用
価
格
の
違
い
が
前
提
さ
れ
て

い
る
の
で
、
個
別
資
本
に
と
っ
て
は
、
同
様
の
結
果
は
も
た
ら
さ
れ
な

い
。
し
か
も
、
利
潤
率
の
突
然
の
低
下
の
作
用
あ
る
い
は
過
剰
資
本
の

負
担
は
ま
っ
た
く
不
平
等
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
利
潤
率
の
傾
向
的
低

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
（
五
三
九
）
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下
の
法
則
の
作
用
も
、
諾
資
本
に
と
っ
て
同
様
で
は
な
い
。
そ
し
て
、

そ
こ
で
こ
そ
、
資
本
集
中
が
生
じ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
集
中
の
二
っ
の
性
格
す
な
わ
ち
収
奪
と
不
平
等
の
拡
大
に
よ
っ

て
、
過
剰
資
本
は
、
次
の
よ
う
に
累
積
す
る
。

　
す
な
わ
ち
、
第
一
に
。
資
本
集
中
は
、
主
に
不
況
期
に
生
じ
、
過
剰

な
中
小
資
本
や
遊
休
資
本
な
ど
を
吸
収
す
る
過
程
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

生
産
条
件
を
次
の
二
点
で
変
化
さ
せ
る
。
一
つ
は
、
恐
慌
・
不
況
期
に

再
生
産
過
程
か
ら
脱
落
し
廃
棄
さ
れ
る
は
ず
の
過
剰
資
本
の
一
部
が
、

再
生
産
過
程
に
と
ど
ま
る
。
そ
の
分
だ
げ
実
現
条
件
の
回
復
が
お
く
れ

る
こ
と
に
な
る
。
と
い
う
の
は
、
過
剰
設
傭
は
、
恐
慌
期
に
減
価
す
る

が
、
全
部
は
廃
棄
さ
れ
な
い
。
過
剰
能
力
は
そ
の
ま
ま
残
り
、
他
の
資

本
に
集
中
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
も
う
一
つ
は
、
遊
休
資
本
が
不

平
等
に
配
分
さ
れ
、
そ
の
集
中
に
よ
っ
て
再
生
産
条
件
の
不
均
衡
が
拡

大
す
る
。

　
更
に
、
第
二
に
。
集
中
が
進
ん
だ
結
果
、
当
該
部
門
の
過
剰
資
本
を

負
担
す
べ
き
小
資
本
は
少
な
く
な
り
、
費
用
価
格
の
低
い
生
産
量
の
大

き
い
資
本
間
の
競
争
が
中
心
に
な
る
。
競
争
条
件
が
変
化
す
る
。
そ
こ

で
は
、
大
資
本
は
、
中
小
資
本
に
比
べ
、
各
々
利
潤
率
の
低
下
か
ら
生

じ
た
過
剰
資
本
の
損
失
を
利
潤
量
で
償
い
得
る
ほ
ど
の
蓄
積
の
規
模
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二
（
五
四
〇
）

あ
る
の
で
、
互
い
に
脱
落
し
に
く
い
。
捗
成
さ
れ
た
過
剰
資
本
は
、
大

資
本
の
手
も
と
に
残
存
し
た
ま
ま
と
な
る
。

　
こ
う
し
て
、
こ
の
累
積
し
た
過
剰
資
本
の
圧
力
は
、
恐
慌
に
よ
っ
て

も
解
消
さ
れ
な
い
。
と
す
れ
ほ
、
集
中
を
進
め
た
資
本
は
、
こ
の
負
担

を
他
の
資
本
に
転
化
す
る
し
か
な
い
。
独
占
的
支
配
が
不
可
欠
と
な
る
。

　
（
１
）
　
ヘ
ル
マ
ソ
・
レ
ヴ
ィ
は
、
独
占
形
成
に
作
用
し
た
遇
剰
資
本
を
次
の

　
　
　
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
企
業
が
大
規
模
で
技
術
水
準
が

　
　
　
高
く
な
る
と
、
そ
う
し
た
資
本
間
の
競
争
に
う
ち
勝
つ
た
め
に
大
量
の

　
　
　
生
産
が
必
要
と
な
る
。
そ
こ
で
も
し
、
市
場
の
条
件
が
そ
の
ま
ま
で
あ

　
　
　
れ
ば
、
価
格
水
準
が
低
下
し
、
ど
の
資
本
に
．
も
不
利
に
た
る
・
と
い

　
　
　
う
。
し
か
し
、
ら
」
れ
だ
げ
で
は
不
充
分
で
、
こ
の
過
剰
生
産
を
大
資
本

　
　
　
自
ら
負
担
せ
ざ
る
を
得
ぬ
事
情
、
た
と
え
ば
過
剰
資
本
の
残
存
や
大
資

　
　
　
本
が
過
剰
資
本
を
か
か
え
つ
つ
も
容
易
に
廃
棄
さ
れ
ぬ
こ
と
が
、
独
占

　
　
　
化
へ
の
圧
力
と
な
る
。
甲
－
異
ざ
く
ｏ
昌
君
々
竃
｛
Ｏ
ｏ
昌
潟
け
ま
◎
Ｐ

　
　
　
－
◎
目
口
◎
ｐ
　
Ｈ
竃
“
ｐ
Ｎ
ミ
．

　
（
２
）
本
問
要
一
郎
氏
に
よ
る
と
、
資
本
集
中
が
進
む
に
し
た
が
い
、
当
該

部
門
の
最
低
必
要
資
本
量
は
増
大
し
、
　
「
あ
る
部
門
の
資
本
総
量
中
に

。
占
め
る
、
当
該
部
門
の
最
低
必
要
資
本
量
の
比
率
」
い
い
か
え
れ
ば

　
「
標
準
資
本
集
中
度
」
が
増
大
す
る
。
シ
」
れ
が
競
争
制
限
の
要
因
と
な

る
、
と
い
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
資
本
集
中
は
、
こ
の
よ
う
に
当
該
部
門
で
諾
資
本
の
不

平
等
な
関
係
や
当
該
部
門
の
生
産
の
ど
れ
だ
げ
を
集
中
し
て
い
る
か
と

い
う
側
面
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
集
中
は
、
同
時
に
、
資
本
収
奪



（
３
）

（
４
）

の
過
程
で
あ
る
。
こ
の
集
中
運
動
に
、
よ
っ
て
、
部
門
内
競
争
が
激
化
さ

れ
、
過
剰
資
本
が
、
彩
成
さ
れ
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
過
剰
資
本
の

累
積
も
お
こ
る
。
こ
れ
に
よ
る
競
争
制
隈
は
、
集
中
を
収
奪
過
程
と
し

て
と
ら
え
て
は
じ
め
て
明
ら
か
に
な
る
。
本
問
要
一
郎
、
『
競
争
と
独

占
』
、
一
九
七
四
年
、
一
九
三
頁
。

　
た
と
え
ぼ
、
大
内
力
、
『
国
家
独
占
資
本
主
義
』
、
一
九
七
〇
年
、
第

三
、
第
四
章
。
有
田
辰
男
、
「
過
剰
資
本
の
圧
力
と
独
占
彩
成
」
、
『
名

城
商
学
』
、
二
四
巻
、
一
九
七
五
年
、
七
、
十
一
月
、
第
一
、
第
二
号
、

な
ど
。

　
高
須
賀
氏
に
よ
る
と
、
参
入
阻
止
価
格
の
成
立
過
程
で
、
「
独
占
資

本
は
そ
れ
ぞ
れ
価
格
競
争
に
対
す
る
低
抗
力
」
が
強
ま
っ
て
い
て
、

「
価
格
引
き
さ
げ
は
さ
ら
に
大
き
な
価
格
引
下
げ
を
誘
発
し
、
　
。
破
壌
的

価
格
競
争
に
転
化
し
や
す
い
。
」
だ
か
ら
、
「
独
占
資
本
が
最
も
避
げ
よ

う
と
す
る
の
は
こ
の
よ
う
な
状
態
で
あ
る
。
」
と
前
提
さ
れ
る
。
こ
れ

が
、
い
わ
ゆ
る
競
争
の
困
難
さ
で
あ
り
、
価
格
競
争
を
制
限
さ
せ
よ
う

と
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
破
壌
的
価
格
競
争
に
な
っ
て
し
ま
う
の
は
、
大

資
本
が
す
で
に
過
剰
資
本
に
対
す
る
低
抗
力
を
持
ち
、
過
剰
蓄
積
を
行

っ
て
は
い
る
が
、
競
争
を
制
限
し
う
る
程
ま
で
に
は
生
産
の
集
積
と
集

中
を
進
め
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
独
占
形
成
過
程
は
、
こ
れ
に
あ
た

る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
氏
の
場
合
競
争
の
困
難
さ
の
指
摘
が
あ
り
た

が
ら
、
そ
れ
が
独
占
彩
成
の
論
理
に
く
み
入
れ
ら
れ
て
い
た
い
。
そ
の

理
由
は
独
占
の
成
立
と
同
義
た
も
の
と
し
て
参
入
阻
止
価
格
の
成
立
を

説
く
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
当
該
部
門
で
の
過
剰
資
本
の
存
在

は
、
現
存
す
る
参
入
障
壁
に
と
っ
て
、
参
入
の
危
険
を
ま
ね
く
も
の
と

し
て
あ
つ
か
わ
れ
る
。
高
須
賀
義
博
、
『
現
代
価
格
体
系
論
序
説
』
、

資
本
集
中
と
過
剰
資
本
の
累
積
（
山
本
）

（
５
）

一
九
六
五
年
、
一
三
一
～
二
一
三
頁
。

　
こ
の
資
本
集
中
は
、
遊
休
貨
幣
資
本
の
集
中
と
い
う
事
だ
け
で
な

い
。
形
態
が
ど
う
あ
れ
、
利
潤
を
実
現
す
る
資
本
を
集
中
す
る
こ
と
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
生
産
手
段
や
労
働
指
揮
権
の
集
中
も
含
ま
れ
る
。

こ
の
意
味
で
、
資
本
集
中
は
、
生
産
の
集
積
と
集
中
を
含
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
過
剰
資
本
は
、
資
本
の
流
通
過
程
で
、
遊
休
貨
幣
、
過
剰
設

備
、
商
品
過
剰
な
ど
の
形
態
を
と
る
。
こ
の
な
か
で
、
遊
休
貨
幣
の
集

中
と
そ
れ
に
と
も
な
う
信
用
制
度
の
発
展
は
、
生
産
の
集
中
と
と
も

に
、
独
占
成
立
の
重
要
な
要
因
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
さ
し
あ
た

り
、
こ
の
信
用
の
発
展
を
含
め
た
い
範
囲
で
考
察
す
る
。

１

過
剰
資
本
が
、

し
ば
ら
く
お
き
、

か
た
を
見
る
。

１
）

過
剰
資
本
の
形
態

何
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
の
か
、
そ
の
要
因
を
い
ま

は
じ
め
に
、
過
剰
資
本
の
発
現
形
態
と
廃
棄
の
さ
れ

過
剰
資
本
の
廃
棄

　
　
○
ｏ
　
廃
棄
の
条
件

　
過
剰
な
資
本
価
値
が
、
周
期
的
に
減
価
さ
れ
れ
ぱ
、
再
生
産
は
一
時

的
に
縮
小
し
、
資
本
破
壊
が
行
わ
れ
、
生
産
カ
が
十
分
稼
動
で
き
る
ま

で
に
回
復
す
る
。
こ
れ
に
ょ
っ
て
利
潤
率
の
低
下
が
と
ま
り
、
新
投
資

一
〇
三
（
五
四
一
）
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に
よ
る
資
本
蓄
積
が
促
進
さ
れ
る
。
こ
の
意
味
で
、
恐
慌
に
よ
る
強
制

的
な
資
本
の
減
価
は
、
資
本
制
生
産
の
自
律
的
な
手
段
で
あ
る
。
逆
に

こ
の
こ
と
が
十
分
作
用
し
な
け
れ
ぱ
、
蓄
積
は
停
止
す
る
。
し
た
が
っ

て
、
過
剰
資
本
廃
棄
の
条
件
の
存
在
は
、
資
本
制
生
産
の
「
健
全
」
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

運
動
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
。

　
過
剰
資
本
は
、
こ
の
よ
う
に
恐
慌
に
よ
っ
て
、
絶
え
ず
周
期
的
に
廃

棄
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
条
件
は
、
次
の
二
っ
で

あ
る
。
一
方
で
は
、
過
剰
資
本
が
、
現
実
の
実
体
に
及
ぶ
よ
う
た
破
壊

あ
る
い
は
遊
休
化
を
受
げ
る
こ
と
で
あ
る
。
実
体
に
及
ぶ
よ
う
な
破
壊

の
場
合
は
、
使
用
価
値
も
価
値
も
破
壊
さ
れ
て
し
ま
う
が
、
た
と
え
ば

設
備
が
遊
休
化
す
る
だ
げ
の
時
は
、
使
用
価
値
は
そ
れ
ほ
ど
破
壊
さ
れ

ず
、
価
値
も
徐
々
に
破
壊
さ
れ
る
。
こ
れ
は
主
に
生
産
手
段
に
生
じ
、

生
産
資
本
と
し
て
の
価
値
増
殖
機
能
を
失
う
。
こ
れ
に
加
え
、
他
方
で

は
、
資
本
価
値
が
減
価
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
同
じ
価

値
の
規
模
と
価
格
で
の
再
生
産
が
制
隈
さ
れ
、
減
価
し
て
再
生
産
過
程

を
通
ら
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
そ
れ
は
、
商
品
価
格
の
低
下
と

な
っ
て
現
わ
れ
る
。
こ
れ
は
在
庫
形
成
に
よ
っ
て
も
回
避
さ
れ
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
二
つ
の
条
件
は
、
別
々
に
生
じ
る
も
の
で
は
た
く
、

生
産
手
段
の
過
剰
な
蓄
積
が
あ
っ
て
、
そ
の
上
で
そ
れ
が
、
過
剰
生
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四
（
五
四
二
）

を
も
た
ら
し
、
価
格
低
下
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
再
生
産
は
、
価
値
的
に
も
素
材
的
に
も
収
縮
し
、
過
剰
な
資
本

が
廃
棄
さ
れ
均
衡
が
回
復
す
る
。
こ
の
他
に
、
労
賃
の
低
下
や
、
低
下

し
た
費
用
価
格
の
も
と
で
の
競
争
が
、
新
た
な
生
産
拡
大
あ
る
い
は
産

業
循
環
の
出
発
を
準
備
す
る
。

　
　
（
１
）
　
マ
ル
ク
ス
は
、
恐
慌
の
こ
の
作
用
の
ほ
か
に
、
資
本
の
自
滅
を
さ
ま

　
　
　
た
げ
る
も
の
と
し
て
、
「
既
存
資
本
の
一
部
分
の
た
え
ざ
る
価
値
喪
失
、

　
　
　
資
本
の
一
大
部
分
を
直
接
的
生
産
の
作
用
因
と
し
て
は
働
か
な
い
固
定

　
　
　
資
本
へ
転
化
す
る
こ
と
、
…
…
」
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。
な
に
に
よ
っ

　
　
　
て
で
あ
れ
、
過
剰
資
本
価
値
が
廃
棄
さ
れ
ね
ぱ
た
ら
ぬ
こ
と
は
不
可
欠

　
　
　
で
あ
る
。
ど
の
場
合
も
、
資
本
の
価
値
増
殖
機
能
の
制
隈
を
も
た
ら

　
　
　
す
。
マ
ル
ク
ス
、
『
経
済
学
批
判
要
綱
』
、
高
木
幸
二
郎
監
訳
、
犬
月
書

　
　
　
店
版
、
一
九
六
二
年
、
七
〇
二
～
七
〇
三
頁
。
　
内
・
冒
胃
ぎ
○
昌
己
－

　
　
　
『
落
ｏ
ｑ
胃
琴
－
津
｛
零
勺
◎
一
｛
房
争
９
０
：
ぎ
９
邑
９
良
ぎ
く
邑
曇

　
　
　
吋
ｏ
き
ｐ
　
Ｈ
錦
ｏ
〇
一
ｃ
〇
一
竃
ｏ
～
竈
べ
．

　
　
似
　
　
「
悪
循
環
」
と
不
平
等
の
拡
大

　
さ
て
、
こ
の
過
剰
資
本
の
廃
棄
の
過
程
を
、
マ
ル
ク
ス
は
、
資
本
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

生
産
の
蓄
積
の
進
展
に
結
び
っ
げ
て
、
二
重
に
す
な
わ
ち
「
悪
循
環
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

の
く
り
返
し
と
諸
資
本
問
の
「
不
均
等
」
の
拡
大
と
し
て
と
ら
え
て
い

る
。
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
過
程
を
た
ど
る
。
自
由
競
争
の
も
と
で
は
、

資
本
の
過
剰
蓄
積
は
、
そ
の
ま
ま
過
剰
生
産
し
た
が
っ
て
過
剰
供
給
と



な
っ
て
現
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
ま
ず
滞
貨
が
生
じ
、
直
接
に
市
場
価
格

が
低
下
す
る
。
そ
こ
で
、
費
用
価
格
が
平
均
よ
り
も
高
く
生
産
条
件
の

劣
位
な
中
小
資
本
が
、
過
剰
資
本
と
し
て
遊
休
し
た
り
廃
棄
さ
れ
た
り

す
る
。
そ
し
て
、
遊
休
し
た
り
廃
棄
さ
れ
た
資
本
が
か
つ
て
生
産
し
て

い
た
分
だ
げ
生
産
が
縮
小
す
る
。
今
度
は
、
そ
の
低
下
し
た
市
場
価
格

と
縮
小
し
た
生
産
の
も
と
で
、
競
争
が
、
製
品
の
安
さ
と
生
産
量
を
め

ぐ
っ
て
、
展
開
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
経
過
を
経
て
過
剰
な
商
品
資
本

の
価
値
は
、
主
に
商
品
価
格
の
低
落
を
通
じ
て
、
す
べ
て
廃
棄
さ
れ
、

そ
れ
に
続
く
生
産
縮
小
に
よ
っ
て
需
要
と
供
給
の
均
衡
も
回
復
す
る
。

　
こ
の
過
程
で
、
く
り
返
さ
れ
な
が
ら
変
化
し
得
る
も
の
は
、
さ
し
あ

た
り
、
労
働
の
生
産
性
が
上
昇
し
、
市
場
価
値
が
以
前
と
違
っ
た
水
準

に
お
ち
つ
く
条
件
が
生
れ
、
過
剰
資
本
か
量
的
に
増
加
し
得
る
と
い
う

こ
と
だ
け
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
過
剰
資
本
の
彫
成
と
廃
棄
の
過

程
は
、
白
由
競
争
の
も
と
で
、
市
場
価
値
移
成
過
程
が
続
く
限
り
、
た

だ
く
り
返
さ
れ
る
だ
け
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
過
剰
資

本
の
廃
棄
に
よ
る
均
衡
の
回
復
は
、
短
期
的
な
或
い
は
周
期
的
な
産
業

循
環
の
変
動
の
範
囲
内
に
属
す
る
も
の
で
し
か
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

過
剰
資
本
の
規
模
が
、
産
業
循
環
を
経
る
ご
と
に
増
大
し
て
い
く
と
し

て
も
、
恐
慌
を
経
過
し
て
も
過
剰
資
本
が
残
存
し
た
り
、
次
の
産
業
循

　
　
　
　
資
本
集
中
と
過
剰
資
本
の
累
積
（
山
本
）

環
に
く
り
こ
さ
れ
た
り
す
る
も
の
で
は
な
い
。
マ
ル
ク
ス
は
、
過
剰
資

本
の
移
成
と
廃
棄
の
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
さ
し
て
、
　
「
同
じ
悪
循
環

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

（
守
巨
胃
罫
箒
。
胃
ｏ
邑
警
｛
）
が
く
り
返
さ
れ
て
い
く
」
と
表
現
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
中
に
は
、
こ
の
悪
循
環
を
否
定
す
る
過
剰
資
本
累
積
の

要
因
が
あ
る
。

　
マ
ル
ク
ス
は
、
過
剰
資
本
の
破
壊
を
述
べ
た
同
じ
所
で
、
同
時
に
、

こ
の
過
程
で
、
諾
資
本
間
の
不
均
等
の
拡
大
が
進
む
こ
と
を
非
常
に
強

調
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
実
は
、
過
剰
資
本
累
積
の
か
な
め
と
な
る
。

す
な
わ
ち
。
第
一
に
。
こ
の
過
程
で
価
値
収
奪
が
進
む
。
と
い
う
の
は
、

商
品
価
格
が
低
下
す
れ
ぼ
、
使
用
価
値
は
そ
の
ま
ま
で
、
過
剰
な
資
本

価
値
が
減
価
す
る
。
そ
の
際
、
使
用
価
値
が
同
一
の
ま
ま
、
価
格
が
低

下
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
原
料
と
す
る
資
本
は
、
費
用
価
格
を
低
下

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
後
に
、
市
場
価
格
が
回
復
す
れ
ぱ
、
結
果
的

に
は
そ
の
商
品
部
分
は
増
価
し
、
以
前
と
同
じ
利
潤
を
実
現
す
る
。
こ

う
し
て
、
資
本
の
減
価
は
、
　
「
一
方
の
者
が
失
う
も
の
を
、
他
方
の
も

　
　
　
　
　
　
（
４
）

の
が
手
に
入
れ
る
」
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
も
し
、

減
価
を
う
け
売
却
さ
れ
た
も
の
が
生
産
設
備
で
あ
れ
ぱ
、
市
場
価
格
の

上
昇
に
と
も
な
っ
て
、
移
転
す
る
価
値
も
増
価
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
廃

棄
さ
る
べ
ぎ
過
剰
資
本
も
廃
棄
さ
れ
た
う
え
で
の
こ
と
で
あ
る
。
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
（
五
四
三
）
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え
ば
一
〇
〇
労
働
時
問
が
対
象
化
さ
れ
た
商
品
が
あ
る
と
す
る
。
そ
の

価
格
一
〇
が
九
に
低
下
し
て
交
換
さ
れ
れ
ば
、
一
〇
労
働
時
間
に
あ
た

る
価
値
が
喪
失
す
る
。
さ
し
あ
た
っ
て
現
実
の
価
値
以
下
で
販
売
さ
れ

る
。
逆
に
、
そ
の
商
品
の
購
入
者
は
、
一
〇
労
働
時
問
に
あ
た
る
価
格

一
を
資
本
と
し
て
ほ
か
に
追
加
投
資
し
得
る
。
購
入
者
の
も
と
で
九
〇

労
働
時
問
の
価
値
し
か
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
、
両
者
で
の
総
額
は
、

一
九
価
格
で
あ
り
、
価
値
喪
失
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
後
に
、
市
場
価

格
が
上
昇
し
、
こ
の
購
入
者
が
、
一
〇
価
格
で
販
売
で
き
れ
ば
、
一
一

〇
労
働
時
間
を
得
る
こ
と
に
な
る
。
と
い
う
の
は
、
最
初
の
交
換
で
一

〇
労
働
時
間
を
得
て
い
て
、
次
の
販
売
で
は
一
〇
〇
労
働
時
問
で
交
換

さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
恐
慌
期
に
一
資
本
の
失
っ
た
価
値

は
、
回
復
期
に
他
の
資
本
が
得
る
こ
と
に
な
る
。

　
更
に
、
第
二
に
。
過
剰
資
本
の
廃
棄
を
だ
れ
が
負
担
す
る
か
と
い
う

損
失
の
分
配
が
、
不
均
等
に
生
じ
る
。
そ
こ
で
は
競
争
の
性
格
の
違
い

が
決
定
的
で
あ
る
。
ま
ず
、
諸
資
本
の
平
均
化
過
程
と
し
て
の
競
争

は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
諸
資
本
間
の
生
産
条
件
の
相
違
が
前
提
さ
れ

た
う
え
で
、
市
場
生
産
価
格
形
成
過
程
で
は
、
利
潤
は
投
下
さ
れ
た
総

資
本
の
大
き
さ
に
応
じ
て
平
均
的
に
配
分
さ
れ
る
。
競
争
に
よ
っ
て
利

潤
率
の
平
均
化
が
行
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
平
均
化
過
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六
（
五
四
四
）

と
し
て
の
競
争
の
作
用
に
対
し
、
　
「
問
題
が
、
…
…
損
失
の
分
配
だ
と

い
う
こ
と
に
な
れ
ぼ
、
…
－
虹
既
争
は
敵
対
す
る
兄
弟
の
戦
い
に
転
化
す

（
５
）

る
。
」
生
産
条
件
の
違
い
が
、
問
題
に
１
な
り
だ
す
。
こ
の
不
均
等
化
過

程
と
し
て
の
競
争
は
、
原
資
本
と
追
加
資
本
の
問
や
大
資
本
と
小
資
本

の
問
で
展
開
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
一
時
の
損
失
を
冒
し
て
も
存
続
し
よ

う
と
し
て
過
剰
資
本
を
他
の
資
本
に
転
嫁
す
る
た
め
に
、
生
産
が
継
続

さ
れ
る
。
し
か
も
、
こ
の
時
期
の
利
潤
率
の
低
下
を
利
潤
量
で
補
い
う

る
の
は
、
一
部
の
大
資
本
に
限
ら
れ
る
。
価
格
の
低
下
に
際
し
、
費
用

価
格
の
高
い
生
産
条
件
の
劣
位
の
小
資
本
は
過
剰
資
本
を
負
担
し
な
け

れ
ぽ
な
ら
な
い
。
大
資
本
が
残
り
、
小
資
本
が
廃
棄
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
周
期
的
な
過
剰
資
本
の
彩
成
と
廃
棄
と
い
う
悪
循
環

の
く
り
返
し
は
、
そ
の
内
部
で
、
価
値
収
奪
と
諸
資
本
間
の
不
平
等
の

拡
大
を
も
た
ら
す
。
こ
れ
が
、
過
剰
資
本
を
累
積
さ
せ
る
要
因
と
な
る
。

こ
れ
は
、
後
に
見
る
よ
う
に
、
資
本
集
中
過
程
で
主
に
現
わ
れ
る
。

　
（
１
）
　
マ
ル
ク
ス
、
『
資
本
論
』
、
大
月
書
店
版
、
第
三
部
、
三
二
〇
頁
。

　
　
　
内
一
旨
胃
き
　
一
Ｕ
轟
声
巷
岸
昌
　
団
ｏ
．
ｃ
〇
一
ｇ
ｏ
弐
く
¢
邑
品
一
団
胃
－
目
一

　
　
　
Ｈ
塞
９
　
ｃ
ｏ
．
Ｎ
雷
．

　
（
２
）
　
マ
ル
ク
ス
、
『
同
』
、
第
三
部
、
三
一
八
頁
。
９
彗
駐
一
団
↑
ｏ
。
一

　
　
　
〇
〇
』
震
．

　
（
３
）
　
マ
ル
ク
ス
、
『
同
』
、
第
三
部
、
三
二
〇
頁
。
９
彗
註
一
震
・
・
◎
一

　
　
　
〇
〇
一
墨
ｍ
一



（
４
）

（
５
）

　
マ
ル
ク
ス
．
『
剰
余
価
値
学
説
史
』
、
国
民
文
庫
版
、
第
六
分
冊
、

二
二
五
頁
。
一
（
・
事
貢
一
ヨ
一
８
ユ
２
二
ご
〕
〇
二
一
昌
…
；
…
○
二
一
↓
一
白

ド
　
Ｈ
）
庁
ｇ
＜
（
、
ユ
岩
一
竈
○
巳
一
ｐ
　
さ
２
一
〇
〇
二
婁
．

　
マ
ル
ク
ス
、
『
資
不
論
』
、
同
、
第
三
部
、
三
一
七
頁
、
不
…
胃
芦

○
轟
穴
叫
旦
訂
－
固
ｑ
．
・
〇
一
〇
ぎ
ｂ
ｏ
坪
○
ｏ
』
８
．

２
）

過
剰
資
本
の
残
存

　
　
旧
形
態
の
転
化

　
そ
こ
で
、
過
剰
資
本
の
発
現
形
態
に
注
口
す
る
と
、
次
の
こ
と
が
明

ら
か
と
な
る
。
す
な
わ
ち
。
過
剰
資
本
が
廃
棄
さ
れ
る
た
め
に
は
、
そ

の
発
現
形
態
が
、
価
格
低
下
か
ら
、
中
小
資
本
の
倒
産
や
操
業
度
の
低

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

下
な
ど
に
よ
る
生
産
縮
小
に
転
態
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
転

態
に
よ
っ
て
、
過
剰
資
本
は
、
価
値
的
に
だ
け
で
な
く
、
素
材
的
に
も

廃
棄
さ
れ
、
均
街
が
回
復
す
る
。
と
こ
ろ
が
も
し
、
こ
こ
で
過
剰
生
産

に
よ
っ
て
価
格
が
下
落
し
て
も
、
直
接
の
減
価
を
回
避
さ
せ
使
用
価
値

的
な
均
衡
を
回
復
さ
せ
う
る
は
ず
の
生
産
減
少
を
行
い
得
な
い
と
し
ょ

う
。
そ
う
す
れ
ぼ
、
生
産
が
縮
小
し
た
場
合
と
比
べ
る
と
、
過
剰
生
産

が
継
続
さ
れ
、
な
か
な
か
解
消
し
た
く
な
る
。
投
げ
売
り
な
ど
で
在
庫

が
さ
ば
げ
る
と
し
て
も
、
価
格
低
下
が
い
つ
ま
で
も
つ
づ
き
、
不
況
局

面
は
長
期
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
過
剰
資
本
の
発
現
形
態

　
　
　
　
資
本
集
中
と
過
剰
資
本
の
累
積
（
山
本
）

■

の
転
態
を
阻
害
す
る
要
囚
は
、
同
定
賞
本
の
巨
大
化
で
あ
る
。
す
た
わ

ち
。
同
定
資
本
が
巨
・
大
一
」
な
り
、
し
か
も
査
本
の
有
機
的
碓
戊
が
高
度

化
し
て
い
れ
ぼ
、
生
摩
物
価
値
の
な
か
で
、
、
こ
の
固
定
資
木
の
更
新
の

た
め
に
必
要
な
回
収
さ
れ
る
べ
き
価
値
の
割
合
が
高
く
な
る
。
し
か
も

費
用
の
う
ち
こ
の
部
分
が
、
一
定
の
大
き
さ
と
な
る
。
と
い
う
の
は
、

第
一
に
、
固
定
資
本
の
割
合
が
巨
大
で
あ
れ
ば
、
も
し
生
産
が
減
少
し

て
も
、
流
動
資
本
と
ち
が
い
、
そ
れ
と
同
レ
割
合
で
は
消
費
さ
れ
る
固

定
資
本
量
は
減
少
し
な
い
。
逆
に
生
産
量
が
減
少
す
れ
ぼ
、
単
位
商
品

あ
た
り
に
占
め
る
生
産
費
は
割
高
と
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
資
本
蓄
積
に

と
っ
て
間
題
は
、
資
本
を
構
成
す
る
使
用
伽
値
景
が
拡
大
さ
れ
た
規
模

で
補
坂
さ
れ
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
前
貸
資
本
の
価
値
を
通
常
の
利
潤

率
と
と
も
に
、
補
填
す
る
こ
と
で
あ
る
。
も
し
、
固
定
資
本
が
、
同
じ

規
模
で
更
新
さ
れ
な
け
れ
ぼ
、
こ
れ
ら
の
条
件
を
欠
く
こ
と
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
第
二
に
、
操
業
度
が
低
下
し
て
も
、
固
定
資
本
を
更
新

し
な
け
れ
ぼ
な
ら
ず
、
生
産
費
が
固
定
的
性
格
を
も
っ
よ
う
に
な
る
。

以
上
の
二
点
か
ら
景
気
変
動
に
か
か
わ
り
な
く
、
一
定
の
最
低
の
生
産

の
大
き
さ
が
、
そ
の
固
定
資
本
の
大
き
さ
に
応
じ
て
前
提
さ
れ
る
。
と

こ
ろ
が
も
し
、
固
定
資
本
が
巨
大
化
し
て
い
る
も
と
で
、
不
況
期
に
過

剰
資
本
を
遊
沐
設
備
に
転
態
さ
せ
、
操
業
度
を
低
下
さ
せ
れ
ば
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
（
五
四
五
）
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に
反
比
例
し
て
生
産
費
が
上
昇
し
、
利
益
が
低
下
す
る
。
こ
れ
に
対
抗

し
、
資
本
は
、
生
産
を
そ
れ
ほ
ど
低
下
さ
せ
ず
、
む
し
ろ
増
加
さ
せ
、

自
己
の
単
位
商
品
あ
た
り
の
生
産
費
を
低
下
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
市
場

で
他
の
費
用
価
格
の
高
い
商
品
を
生
産
す
る
資
本
を
過
剰
資
本
と
し
て

廃
棄
さ
せ
る
。
つ
ま
り
、
過
剰
資
本
を
他
の
資
本
に
転
嫁
す
る
わ
け
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
不
況
期
に
も
、
価
格
低
下
に
。
対
応
し
た

生
産
低
下
と
い
う
過
剰
資
本
の
彬
態
転
化
が
起
り
に
く
く
、
価
格
低
下

と
生
産
増
加
が
生
じ
る
。

　
た
だ
し
、
後
に
見
る
よ
う
に
、
生
産
費
用
総
額
が
、
固
定
資
本
の
償

却
の
た
め
に
操
業
度
の
変
動
か
ら
独
立
し
て
、
固
定
的
性
格
を
持
つ
と

見
友
さ
れ
る
の
は
、
資
本
家
的
表
象
で
あ
る
。
操
業
度
が
低
下
し
て
も

費
用
価
格
は
、
自
動
的
に
単
位
商
品
あ
た
り
、
変
化
し
た
り
し
な
い
。

し
た
が
っ
て
生
産
費
用
総
額
は
、
操
業
度
に
応
じ
て
増
減
す
る
。
た
だ
、

操
業
せ
ず
生
産
。
物
に
移
転
し
な
か
っ
た
価
値
を
、
な
ん
ら
か
の
形
で
、

た
と
え
ぱ
操
業
し
て
い
る
資
本
に
負
担
さ
せ
生
産
費
に
入
れ
て
回
収
し

な
げ
れ
ほ
、
固
定
資
本
の
償
却
が
出
来
な
い
の
で
、
資
本
が
こ
の
部
分

を
費
用
と
み
る
だ
け
で
あ
る
。
独
段
階
の
様
に
そ
れ
を
価
格
に
上
づ
み

で
き
な
い
自
由
競
争
の
も
と
で
は
、
こ
の
費
用
部
分
は
、
蓄
積
に
あ
て

ら
れ
る
は
ず
の
自
已
の
剰
余
価
値
部
分
か
ら
控
除
さ
れ
る
以
外
に
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八
（
五
四
六
）

逆
に
、
生
産
を
増
加
し
自
己
の
単
位
商
品
あ
た
り
の
費
用
を
低
下
さ
せ
、

他
の
費
用
の
高
い
資
本
を
没
落
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
過
剰
資
本
を

他
に
転
嫁
さ
せ
よ
う
と
す
れ
ぱ
、
当
の
資
本
も
不
況
期
の
価
格
低
下
に

悩
ま
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
（
１
）
独
占
彬
成
と
過
剰
資
本
の
形
態
転
化
の
阻
害
の
関
連
は
、
主
に
、
有

　
　
　
田
辰
男
、
『
経
営
と
経
済
』
、
第
五
二
巻
第
二
号
な
ど
、
ま
た
、
松
本
剛
、

　
　
　
『
原
価
理
論
の
構
造
』
、
昭
和
四
二
年
、
な
ど
に
よ
っ
て
す
で
に
と
り
あ

　
　
　
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
独
占
形
成
に
と
っ
て
過
剰
資
本
が
圧
力
と

　
　
　
た
る
の
は
、
過
剰
資
本
の
彩
態
に
生
じ
た
問
題
だ
け
で
は
た
く
、
過
剰

　
　
　
資
本
の
形
成
要
因
に
資
本
集
中
が
作
用
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
　
の
過
剰
設
備

　
こ
れ
と
と
も
に
、
過
剰
資
本
の
発
現
移
態
が
、
操
業
度
の
低
下
に
現

わ
れ
れ
ほ
、
次
の
よ
う
に
過
剰
資
本
累
積
の
契
機
と
な
る
。

　
過
剰
資
本
が
商
品
資
本
の
過
剰
生
産
の
形
で
発
現
す
れ
ぱ
、
価
格
が

．
低
下
す
る
。
そ
し
て
、
価
格
低
下
に
よ
っ
て
、
そ
の
商
品
生
産
に
投
下

さ
れ
た
過
剰
な
資
本
が
減
価
し
、
価
値
的
破
壊
を
直
接
う
け
る
。
た
と

え
ぱ
、
一
〇
〇
労
働
時
間
の
商
品
の
う
ち
一
〇
労
働
時
間
に
あ
た
る
商

品
が
販
売
で
き
な
け
れ
注
、
直
接
に
一
〇
労
働
時
問
は
実
現
さ
れ
ず
喪

失
す
る
。
あ
る
い
は
、
一
〇
〇
労
働
時
問
の
商
品
の
価
格
一
〇
が
、
過

剰
生
産
の
ゆ
え
に
、
価
格
九
で
販
売
さ
れ
る
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
購

■



入
者
に
と
っ
て
は
、
一
〇
労
働
時
問
価
格
一
に
１
あ
た
る
費
用
価
格
が
低

下
し
た
の
と
同
様
で
あ
る
。
価
値
総
額
は
一
九
〇
労
働
時
間
で
あ
り
、

一
〇
労
働
時
問
の
価
値
喪
失
が
生
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
労
賃
の
価
値

以
下
へ
の
低
下
が
、
　
「
平
均
賃
金
の
も
と
で
相
対
的
ま
た
は
絶
対
的
剰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

余
価
値
が
大
き
く
さ
れ
る
場
合
と
同
じ
効
果
を
も
っ
」
の
と
同
様
で
あ

る
。
こ
う
し
て
、
価
格
低
下
に
よ
っ
て
、
商
品
に
対
象
化
さ
れ
た
価
値

の
実
毘
さ
れ
る
量
が
減
少
し
、
過
剰
資
本
は
減
価
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
価
値
的
均
街
は
回
復
す
る
。
こ
の
限
り
で
問
題
は
解
決
し
て
い

る
。
商
品
資
本
の
過
剰
生
産
の
場
合
は
、
過
剰
資
本
の
発
現
と
減
価
、

減
価
と
廃
棄
が
、
自
由
競
争
の
も
と
で
は
同
一
の
こ
と
と
し
て
展
開
さ

れ
る
。

　
し
か
し
他
方
、
も
し
こ
の
過
剰
資
本
が
価
格
低
下
に
ほ
と
ん
ど
現
わ

れ
ず
、
は
じ
め
か
ら
主
に
操
業
度
の
低
下
に
現
わ
れ
れ
ぱ
、
過
剰
資
本

が
累
積
し
う
る
条
件
が
生
れ
る
。
と
い
う
の
は
。
第
一
に
。
固
定
資
本

の
う
ち
で
過
剰
な
価
値
量
の
強
制
的
な
減
価
と
そ
れ
に
と
も
た
う
直
接

の
廃
棄
は
、
そ
の
時
そ
の
固
定
資
本
の
価
格
が
低
下
し
て
い
な
い
と
す

れ
ば
、
あ
ま
り
生
じ
て
い
な
い
。
す
た
わ
ち
、
固
定
資
本
に
１
投
下
さ
れ

た
過
剰
な
資
本
価
値
は
、
生
産
物
に
移
転
し
つ
つ
あ
る
分
も
機
械
に
残

っ
て
い
る
も
の
も
そ
の
杜
会
的
な
再
生
産
費
が
低
下
し
な
げ
れ
ぱ
、
減

　
　
　
　
資
本
集
中
と
過
剰
資
本
の
累
積
（
山
本
）

価
を
う
け
ず
、
蕗
棄
さ
れ
な
い
。
そ
の
操
業
度
が
低
下
す
る
だ
げ
で
は
、

実
体
に
及
ぶ
よ
う
な
価
値
破
壌
が
な
い
限
り
、
生
産
物
に
ー
移
転
さ
せ
る

価
値
量
が
、
そ
の
時
に
減
少
す
る
だ
け
で
あ
る
。
た
だ
し
、
低
下
し
た

操
業
度
に
あ
た
る
過
剰
に
投
下
さ
れ
た
資
本
価
値
の
分
は
、
生
産
物
に

移
転
せ
ず
、
す
べ
て
機
械
に
残
存
す
る
の
で
は
な
く
、
操
業
度
が
低
下

し
て
い
る
問
じ
ゅ
う
、
徐
々
に
価
値
の
摩
損
が
生
じ
る
。
道
徳
的
摩
損

の
よ
う
な
無
形
の
摩
減
と
同
様
の
こ
と
が
起
こ
る
。
残
存
し
た
価
値
は
、

恐
慌
後
の
更
新
の
強
制
に
よ
っ
て
ス
ク
ラ
ッ
プ
さ
れ
一
挙
に
失
い
、
廃

棄
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
操
業
度
が
低
下
す
れ
ば
、
そ
れ
に
つ
れ
て

徐
々
に
減
価
が
生
じ
る
。
こ
れ
に
１
く
わ
え
て
、
第
二
に
。
そ
の
問
、
そ

の
資
本
の
利
潤
率
あ
る
い
は
価
値
増
殖
力
は
低
下
し
、
そ
の
低
下
し
た

分
に
。
あ
た
る
減
価
は
う
げ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
う
し
て
、
生
じ
た
過
剰
資
本
の
量
は
、
過
剰
資
本
が
価
格
低
下
と

た
ろ
う
と
操
業
度
低
下
と
な
ろ
う
と
変
化
し
な
い
が
、
減
価
し
廃
棄
さ

れ
る
方
法
は
、
両
者
で
同
一
で
は
な
い
。
価
格
低
下
は
、
す
な
わ
ち
減

価
と
な
り
、
廃
棄
さ
れ
つ
く
す
。
し
か
し
、
低
下
し
た
操
業
度
の
場
合

は
、
別
で
あ
る
。
一
産
業
循
環
を
通
じ
て
そ
の
設
備
が
、
更
新
さ
れ
る

ま
で
を
見
る
と
、
後
に
市
場
価
格
が
回
復
し
た
時
期
に
価
値
増
殖
力
を

回
復
さ
せ
、
操
業
度
を
上
昇
さ
せ
、
か
つ
て
生
じ
て
い
た
減
価
を
と
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
（
五
四
七
）
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も
ど
す
こ
と
が
出
来
て
、
そ
れ
を
ふ
く
め
て
平
均
利
潤
率
が
捗
成
さ
れ

（
２
）

る
。
し
か
も
、
も
ち
ろ
ん
、
最
終
的
に
は
、
過
剰
資
本
は
廃
棄
さ
れ
る

が
、
滅
価
と
廃
棄
に
時
問
的
に
ズ
レ
が
生
じ
る
。
こ
う
し
て
．
さ
し
あ

た
っ
て
は
、
減
価
が
、
す
ぐ
に
は
全
都
生
じ
な
い
し
、
廃
棄
も
ひ
き
の

ば
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
実
現
条
件
の
回
復
を
、
そ
の
期
問
だ
げ
引
き
の

ば
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
契
機
を
も
と
に
し
て
、
現
実
に
、
過

剰
資
本
が
累
積
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
過
剰
た
生
産
設
備
の
蓄
積
が

現
に
行
わ
れ
て
い
て
、
し
か
も
価
格
を
め
ぐ
る
無
制
限
た
競
争
が
展
開

さ
れ
、
価
格
が
激
し
く
下
落
し
、
諸
資
本
の
共
倒
れ
の
危
険
が
生
じ
る

よ
う
た
蓄
積
あ
る
い
は
資
本
集
中
運
動
の
或
る
段
階
で
あ
る
。

（
１
）

（
２
）

　
マ
ル
ク
ス
、
『
資
本
論
』
、
同
、
第
三
都
、
三
一
九
頁
。
ｇ
ｇ
＄
一

団
｛
一
◎
◎
一
ｃ
〇
一
寓
閉
一

　
米
田
康
彦
氏
は
、
生
産
費
用
の
固
定
化
と
い
う
資
本
家
的
表
象
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。
一
産
業
循
環
を
通
じ
て
平
均
利
潤

率
が
成
立
す
る
の
で
、
投
下
資
本
価
値
に
生
じ
た
損
失
を
、
そ
れ
が
生

じ
て
い
る
間
だ
け
で
、
そ
れ
に
応
じ
費
用
価
格
の
上
昇
と
し
て
処
理
し

な
げ
れ
ぽ
な
ら
ぬ
、
と
資
本
に
は
現
わ
れ
な
い
。
資
本
価
値
の
破
壊
と

そ
の
価
値
回
収
が
乖
離
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
利
潤
と
し
て
収
取
し
う

る
部
分
が
減
退
す
る
。
氏
に
よ
る
過
剰
資
本
累
積
の
説
明
は
、
こ
れ
に

加
え
、
独
占
が
前
提
さ
れ
る
が
、
後
に
み
る
よ
う
に
、
前
者
は
、
自
由

競
争
の
も
と
で
も
過
剰
資
本
累
積
の
契
機
と
た
る
。
米
田
康
彦
、
「
独

　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
（
五
四
八
）

占
価
格
と
価
直
法
則
」
、
Ｏ
、
『
商
学
論
集
』
、

第
三
号
、
七
八
～
八
一
頁
。

ｎ

福
島
大
学
、
第
四
四
巻
、

利
潤
率
の
低
下
と
資
本
集
中

　
　
　
１
）
　
資
本
の
過
多
と
過
剰

　
す
で
に
、
過
剰
資
本
の
廃
棄
の
と
こ
ろ
で
、
マ
ル
ク
ス
の
指
摘
、
す

な
わ
ち
諸
資
本
間
の
不
平
等
の
拡
大
と
価
値
収
奪
に
ふ
れ
て
お
い
た
よ

う
に
、
利
潤
率
の
低
下
や
過
剰
資
本
は
、
諾
資
本
に
一
様
に
は
作
用
し

な
い
。
そ
れ
は
、
資
本
集
中
を
進
展
さ
せ
る
。
こ
の
時
期
の
「
各
個
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

資
本
家
の
利
害
と
資
本
家
階
級
の
利
害
と
の
対
立
」
は
、
過
剰
資
本
の

負
担
に
限
れ
ぱ
次
の
よ
う
に
現
わ
れ
る
。

　
過
剰
資
本
は
、
総
資
本
の
側
か
ら
見
る
と
、
搾
取
の
条
件
と
実
現
の

条
件
の
不
一
致
か
ら
生
じ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
過
剰
な
資
本
か
ど
う

か
は
、
再
生
産
条
件
を
撹
乱
し
な
い
よ
う
な
一
定
の
利
潤
率
が
維
持
さ

れ
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
っ
ま
り
、
総
資
本
か
ら
見
る
限
り
、

過
剰
資
本
は
、
利
潤
率
の
低
下
と
再
生
産
の
撹
乱
に
現
わ
れ
る
。
こ
の

場
合
は
、
利
潤
率
で
見
て
も
、
実
現
条
件
で
み
て
も
、
同
じ
よ
う
に
過

剰
資
本
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
し
か
し
、
個
別
諸
資
本
問
の
競
争
関
係
か
ら
見
る
と
、
ま
っ
た
く
事



情
が
異
な
る
。
個
々
の
資
本
は
、
直
接
に
は
、
総
資
本
の
再
生
産
条
件

に
制
約
さ
れ
な
い
。
個
別
資
本
に
と
っ
て
は
、
そ
の
資
本
が
過
剰
か
ど

う
か
の
基
準
は
、
さ
し
あ
た
っ
て
は
、
現
に
彩
成
さ
れ
て
い
る
利
潤
率

を
達
成
し
う
る
か
ど
う
か
に
ょ
っ
て
決
ま
る
。
し
か
し
更
に
、
恐
慌
期

に
は
、
そ
の
時
の
利
潤
率
が
ど
う
あ
れ
、
現
に
過
剰
資
本
の
負
担
を
資

本
観
模
や
利
潤
量
で
補
い
う
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
そ
の
時

に
倒
産
す
れ
ぱ
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
過
剰
資
本
と
し
て
体
現
さ
れ
処
理

さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
利
潤
率
か
ら
み
た
過
剰
資
本
の
な
か
に
は
、
一
般

に
利
潤
率
の
低
下
を
利
潤
量
で
つ
ぐ
な
い
得
ぬ
資
本
の
過
多
も
含
ま
れ

て
い
る
。
そ
の
遊
休
化
の
意
味
は
直
接
に
は
、
単
独
で
存
続
出
来
ぬ
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
っ
ま
り
、
平
均
的
な
利
潤
率
か
ら
み
て
過
剰
な
資

本
だ
と
い
う
だ
げ
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
総
資
本
の
実
現
条
件
か

ら
み
て
過
剰
で
あ
る
か
ど
う
か
は
ま
た
別
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
た

だ
平
均
的
た
利
潤
率
が
得
ら
れ
ず
遊
休
し
て
い
る
が
、
総
資
本
の
実
現

条
件
か
ら
見
て
過
剰
で
な
い
場
合
は
、
そ
の
資
本
の
過
多
の
大
部
分
は

廃
棄
さ
れ
ず
、
大
資
本
に
吸
収
さ
れ
る
。
逆
に
、
総
資
本
の
実
現
条
件

を
こ
え
た
過
剰
資
本
が
あ
っ
て
も
、
個
々
の
資
本
の
中
で
、
ど
の
資
本

が
そ
の
過
剰
資
本
の
廃
棄
を
汽
担
す
る
の
か
は
、
費
用
価
格
の
低
さ
と

　
　
　
　
資
本
集
中
と
過
剰
資
本
の
累
積
（
山
本
）

生
産
量
の
大
き
さ
し
た
が
っ
て
資
本
力
に
か
か
っ
て
い
る
。
ま
た
過
剰

で
は
な
い
が
過
多
な
資
本
と
な
っ
て
遊
休
す
る
か
ど
う
か
は
主
に
資
本

規
模
に
も
と
ず
く
。

　
こ
の
よ
う
に
、
過
剰
資
本
が
も
と
も
と
、
不
平
等
な
も
の
で
あ
っ
た

と
す
れ
ぼ
、
過
剰
資
本
の
周
期
的
な
廃
棄
は
、
総
資
本
に
と
っ
て
は
均

衡
の
回
復
過
程
で
あ
っ
て
も
、
個
別
資
本
に
と
っ
て
は
不
平
等
な
関
係

の
拡
大
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
こ
こ
に
、
資
本
集
中
が
主
に

不
況
期
に
進
行
す
る
条
件
が
あ
る
。

　
（
１
）
　
マ
ル
ク
ス
、
『
資
本
論
』
、
同
、
第
三
部
、
三
一
七
頁
、
　
９
ｏ
邑
串

　
　
　
団
｛
．
○
〇
一
ｃ
〇
一
Ｎ
の
○
〇
一

２
）

資
本
集
中

　
資
本
集
中
は
、
二
重
の
過
程
で
生
じ
る
。
一
つ
は
、
利
潤
率
の
突
然

の
低
下
あ
る
い
は
過
剰
資
本
の
彩
成
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ

ぼ
、
ど
の
資
本
が
過
剰
資
本
の
廃
棄
を
負
担
す
る
か
、
更
に
ど
の
資
本

が
そ
れ
を
収
奪
す
る
か
で
あ
る
。
前
提
さ
れ
た
費
用
価
格
と
資
本
規
模

の
相
違
の
あ
る
な
か
で
、
過
剰
資
本
が
形
成
さ
れ
利
澗
室
が
低
下
す
れ

ぼ
、
さ
し
あ
た
っ
て
は
、
価
格
が
低
下
す
る
。
そ
こ
で
競
争
戦
が
は
じ

ま
る
。
た
と
え
ば
、
大
企
業
で
生
産
条
件
の
上
位
の
資
本
と
、
小
企
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
（
五
四
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
四
号
）

で
下
位
の
資
本
が
あ
る
と
す
る
。
価
格
の
低
下
に
応
じ
て
、
費
用
価
格

の
高
い
下
位
の
小
企
業
が
、
過
剰
な
資
本
と
し
て
廃
棄
さ
れ
る
。
利
潤

率
の
低
下
に
よ
る
損
失
を
利
潤
量
で
っ
ぐ
な
え
ぬ
資
本
が
没
落
す
る
。

他
方
で
、
小
企
業
が
廃
棄
さ
れ
た
分
だ
け
実
玩
条
件
も
回
復
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
・
い
っ
た
ん
縮
小
し
た
再
生
産
過
程
が
拡
大
に
転
じ
、
市
場

価
格
が
回
復
し
は
じ
め
る
と
、
そ
の
市
場
を
占
め
る
の
は
、
費
用
価
格

の
低
い
上
位
の
大
企
業
か
ら
順
番
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
恐
慌
を
経

て
小
資
本
が
廃
棄
さ
れ
れ
ぱ
、
そ
れ
が
か
っ
て
占
め
て
い
た
市
場
は
、

大
資
本
に
集
中
さ
れ
る
こ
と
に
た
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
当
該
部
門
の
生

産
の
集
中
が
生
じ
る
。
も
し
、
そ
こ
で
、
小
資
本
が
、
費
用
価
格
以
下

で
操
業
し
て
い
た
と
し
て
も
、
市
場
価
格
は
そ
れ
だ
げ
低
下
す
る
が
、

超
過
利
潤
が
大
資
本
の
側
に
１
生
じ
る
だ
げ
で
あ
る
。

　
ぎ
た
、
残
存
す
る
小
資
本
が
大
資
本
に
吸
収
さ
れ
れ
ぱ
、
資
本
収
奪

と
と
も
に
価
値
収
奪
も
生
じ
る
。
不
況
期
に
は
、
は
じ
め
、
価
値
以
下

に
資
本
の
過
剰
な
部
分
の
価
格
が
低
下
し
、
さ
き
に
み
た
よ
う
に
同
じ

使
用
価
値
が
低
い
価
格
で
手
に
入
れ
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
で
使
わ
ず
に

す
ん
だ
資
本
を
追
加
投
資
に
ま
わ
し
う
る
。
資
本
集
中
に
よ
っ
て
、
諸

資
本
問
の
不
平
等
も
拡
大
す
る
。

　
更
に
、
第
二
に
、
利
潤
率
の
傾
向
的
低
下
の
法
則
の
作
用
の
も
と
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二
（
五
五
〇
）

は
、
当
該
部
門
で
平
均
的
た
生
産
条
件
を
緯
持
す
る
の
に
必
要
な
資
本

の
規
模
は
拡
大
す
る
。
す
な
わ
ち
、
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
度
化
に

と
も
た
っ
て
、
利
潤
率
は
煩
向
的
に
低
下
し
て
い
く
。
こ
れ
に
対
し
一

般
に
、
資
本
規
模
の
増
大
に
よ
っ
て
、
充
用
可
変
資
本
量
の
増
大
は
も

ち
ろ
ん
、
直
接
に
搾
取
率
を
高
め
、
ま
た
費
用
価
格
を
低
下
さ
せ
、
利

潤
量
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
、
現
実
に
は
、
利
潤
率

を
低
下
さ
せ
る
原
因
が
、
資
本
量
を
増
大
さ
せ
る
。
と
い
う
の
は
、
資

本
蓄
積
が
進
め
ぱ
、
生
産
の
観
模
は
拡
大
す
る
。
固
定
資
本
も
巨
大
と

な
る
。
そ
こ
に
は
、
労
働
者
の
集
積
も
前
貸
資
本
の
増
大
も
ふ
く
ま
れ

て
い
る
。
可
変
資
本
が
相
対
的
に
減
少
し
、
労
働
の
生
産
性
が
上
昇
す

れ
ば
、
同
量
の
労
働
で
、
同
量
の
剰
余
価
値
を
生
産
す
る
に
は
、
よ
り

多
く
の
資
本
が
投
下
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
生
産
条
件
の
変
化
が
、
充

用
資
本
の
増
大
を
必
要
と
す
る
。
こ
う
し
て
、
利
潤
率
の
傾
向
的
た
低

下
が
進
め
ほ
、
そ
れ
に
対
抗
し
利
潤
量
を
増
大
さ
せ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
資
本
量
の
増
大
が
必
要
と
た
る
。
そ
し
て
、
こ
の
資
本
量

は
、
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
度
化
以
上
の
テ
ソ
ポ
で
増
大
し
な
け
れ

ぱ
な
ら
た
い
。
そ
れ
に
は
、
資
本
の
集
積
が
前
提
さ
れ
、
そ
れ
は
、
さ

ら
に
資
本
集
中
を
条
件
と
す
る
。
産
業
循
環
の
ど
の
局
面
か
に
か
か
わ

ら
ず
、
一
般
に
大
資
本
に
ょ
る
小
資
本
の
収
奪
が
進
む
。
　
「
資
本
の
蓄

‘



積
は
、
…
…
資
本
が
す
で
に
も
っ
て
い
る
重
み
に
比
例
し
て
進
ん
で
い

（
１
）

く
。
」
逆
に
こ
の
よ
う
な
資
本
の
大
き
さ
に
達
し
得
る
の
は
、
す
で
に

蓄
積
の
進
ん
で
い
る
資
本
に
限
ら
れ
る
。
費
用
格
差
だ
け
で
な
く
、
資

本
規
模
も
決
定
的
で
あ
る
。
利
潤
率
の
僚
向
的
低
下
の
作
用
の
下
で
限

ら
れ
た
資
本
だ
げ
が
集
中
を
行
い
、
こ
こ
で
も
ま
た
当
該
部
門
の
生
産

を
集
中
す
る
。
し
か
も
、
こ
の
必
要
な
資
本
の
規
模
に
達
し
得
ぬ
資
本

は
、
い
ず
れ
利
潤
率
が
突
然
低
下
し
た
時
期
に
遊
休
し
、
集
中
さ
れ
る
。

　
利
潤
率
の
傾
向
的
低
下
の
法
則
の
作
用
に
よ
っ
て
、
一
般
に
、
資
本

集
中
が
条
件
づ
げ
ら
れ
、
必
要
資
本
量
の
増
大
は
、
諸
資
本
間
の
不
平

等
を
一
層
拡
大
す
る
。
そ
の
上
で
、
過
剰
資
本
が
彬
成
さ
れ
る
の
で
、

そ
れ
を
ど
の
個
別
資
本
が
負
担
し
、
減
価
し
た
価
値
を
誰
が
う
ば
う
の

か
は
、
ま
っ
た
く
個
別
資
本
の
力
の
差
に
よ
る
。
そ
れ
は
、
費
用
と
資

本
規
模
の
格
差
で
あ
る
。
恐
慌
を
経
て
、
利
潤
率
が
低
下
し
、
周
期
的

に
資
本
集
中
の
不
可
避
性
と
条
件
が
そ
ろ
う
。

　
で
は
、
こ
の
よ
う
な
悪
循
環
の
く
り
返
し
に
よ
っ
て
、
促
進
さ
れ
る

集
中
は
、
逆
に
ど
の
よ
う
に
過
剰
資
本
を
形
成
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
集

中
は
、
　
「
既
存
の
諸
資
本
の
単
な
る
配
分
の
変
化
に
よ
っ
て
・
：
…
起
き

　
　
　
　
　
　
（
２
）

る
こ
と
が
で
き
る
。
」
に
せ
よ
、
総
資
本
か
ら
み
た
搾
取
の
条
件
と
実

現
の
条
件
の
関
係
を
変
更
し
、
諾
資
本
の
関
係
も
過
剰
資
本
負
担
と
い

　
　
　
　
資
本
集
中
と
過
剰
資
本
の
累
積
（
山
本
）

う
点
で
不
平
等
な
も
の
に
す
る
。
　
　
・

　
マ
ル
ク
ス
が
、
過
剰
資
本
の
廃
棄
に
よ
る
均
衡
の
回
復
の
説
明
の
さ

い
に
強
調
レ
た
不
均
等
は
、
自
由
競
争
の
展
開
に
よ
っ
て
生
じ
、
資
本

集
中
を
相
互
に
前
提
し
た
。
こ
の
集
中
運
動
が
独
自
に
ー
、
過
剰
資
本
を

形
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
由
競
争
の
否
定
的
た
モ
メ
ソ
ト
と
な
る
。

　
（
１
）
　
マ
ル
ク
ス
、
『
資
本
論
』
、
同
、
第
三
部
、
三
〇
八
頁
。
争
雪
旨

　
　
　
団
ｐ
－
ｏ
ｏ
』
留
．

　
（
２
）
　
マ
ル
ク
ス
、
『
同
』
、
第
一
部
、
八
一
七
頁
。
　
９
９
３
一
団
Ｐ
－

　
　
　
ｏ
ｏ
．
雷
閉
一Ｄ

ＩＩＩ

資
本
集
中
と
過
剰
資
本
の
累
積

生
産
条
件
の
変
化

　
は
じ
め
に
、
資
本
の
集
中
運
動
が
、
二
重
の
性
格
を
も
っ
て
い
る
こ

と
を
見
て
お
く
。
第
一
に
。
マ
ル
ク
ス
に
よ
る
と
。
利
潤
率
の
低
下
を

利
潤
量
で
っ
ぐ
な
う
た
め
に
投
下
さ
れ
る
資
本
量
は
増
大
し
な
げ
れ
ば

な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
は
、
資
本
の
集
積
が
さ
し
あ
た
っ
て
条
件
と
な

り
、
大
量
の
資
本
の
充
用
の
た
め
に
、
資
本
の
集
中
が
条
件
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
１
、
集
中
は
、
個
別
資
本
の
蓄
積
運
動
の
一
つ
で
あ
り
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
二
（
五
五
一
）
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（
１
）

の
点
か
ら
見
れ
ば
、
「
個
別
的
独
立
の
解
消
」
で
あ
り
、
「
資
本
家
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

る
資
本
家
か
ら
の
収
奪
」
で
あ
り
、
　
「
小
数
の
よ
り
大
き
な
資
本
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

多
数
の
よ
り
小
さ
い
資
本
の
転
化
」
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
の
点
で
集
中

は
、
蓄
積
と
同
じ
意
味
の
集
積
と
区
別
さ
れ
る
。
し
か
も
、
集
中
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

「
生
産
老
か
ら
の
労
働
条
件
の
分
離
」
の
過
程
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

第
二
に
。
従
来
か
ら
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
集
中

運
動
の
結
果
と
し
て
、
た
と
え
ぱ
、
当
該
部
門
で
の
最
低
必
要
資
本
量

は
増
大
し
て
い
く
。
固
定
資
本
も
巨
大
化
す
る
。
前
者
は
収
奪
過
程
で

あ
り
、
後
者
は
不
平
等
の
拡
大
過
程
で
あ
る
。

　
さ
て
、
資
本
集
中
は
、
な
に
よ
り
も
、
生
産
条
件
を
変
化
さ
せ
る
。

蓄
積
に
対
し
て
は
、
二
重
の
作
用
を
も
た
ら
す
。
ま
ず
第
一
に
、
　
「
蓄

　
　
　
　
　
　
（
５
）

積
の
仕
事
を
補
う
」
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
当
該
資
本
の
規
模
の
拡
大

が
起
こ
る
。
こ
の
規
模
の
拡
大
は
、
生
産
過
程
の
杜
会
的
な
組
織
化
あ

る
い
は
生
産
の
杜
会
化
を
進
め
る
条
件
と
な
る
。
こ
れ
と
と
も
に
、
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

中
は
、
「
資
本
の
技
術
的
構
成
の
変
革
を
…
…
拡
大
し
促
進
す
る
。
」
こ

れ
は
、
近
似
的
に
資
本
の
有
機
的
構
成
を
高
度
化
さ
せ
る
。
そ
の
理
由

は
、
簡
単
に
い
え
ぱ
集
中
が
蓄
積
を
刺
激
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
指
摘
の
範
囲
で
、
過
剰
資
本
形
成
の
条
件
を
考
え
る
と
、
次
の

よ
う
に
な
る
。
資
本
集
中
は
、
労
働
の
生
産
性
を
一
般
に
上
昇
さ
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
四
（
五
五
二
）

が
、
そ
の
こ
と
が
、
直
接
に
当
該
部
門
の
生
産
量
を
増
大
さ
せ
る
か
ど

う
か
決
ま
ら
な
い
。
し
か
も
技
術
構
成
の
変
化
に
つ
れ
て
多
少
と
も
費

用
価
格
は
低
下
し
、
市
場
価
格
も
低
下
す
る
。
ま
た
、
生
産
量
が
増
大

し
て
も
、
需
要
も
増
大
す
る
。
一
般
的
な
利
潤
率
の
低
下
を
指
摘
す
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
だ
げ
で
は
、
集
中
は
、
過
剰
資
本

を
捗
成
す
る
条
件
を
つ
く
ら
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
集
中
は
、
は
じ
め
に
ふ
れ
た
よ
う
に
資
本
収
奪
の

過
程
で
あ
り
、
し
か
も
、
主
に
不
況
期
に
進
行
し
て
い
く
。
そ
こ
で
、

も
し
、
恐
慌
を
経
て
減
価
し
た
生
産
設
備
が
他
の
資
本
に
吸
収
さ
れ
る

と
す
れ
ば
、
そ
の
資
本
は
既
に
減
価
を
受
け
て
い
る
の
で
、
集
中
さ
れ

よ
う
と
、
価
値
的
に
は
過
剰
資
本
が
拡
大
す
る
こ
と
は
た
い
。
そ
の
過

剰
た
生
産
設
備
が
か
っ
て
持
っ
て
い
て
生
産
物
に
転
化
さ
れ
る
は
ず
で

あ
っ
た
価
値
量
は
減
価
し
、
廃
棄
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
残
存
し
た
生
産

能
力
は
、
一
定
の
利
潤
率
で
稼
動
さ
せ
る
の
に
は
、
過
剰
な
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
そ
の
生
産
設
備
が
、
そ
れ
を
吸
収
し
た
大
資
本
に
よ
っ

て
、
生
産
資
本
と
し
て
再
度
機
能
す
る
場
合
を
考
え
る
と
、
恐
慌
を
経

て
も
、
過
剰
資
本
が
、
い
っ
た
ん
再
生
産
過
程
か
ら
遊
離
す
る
が
、
不

況
期
に
再
度
彩
成
さ
れ
る
こ
と
に
た
る
。
た
と
え
ぱ
、
集
中
さ
れ
る
資

本
が
下
位
の
生
産
条
件
の
資
本
で
あ
っ
て
も
、
集
中
す
る
と
き
に
、
可



変
資
本
を
相
対
的
に
減
少
さ
せ
合
理
化
す
る
。
ま
た
単
独
で
存
在
し
得

ぬ
小
資
本
で
も
、
生
産
工
程
の
っ
な
が
り
や
原
料
供
給
関
係
か
ら
混
合

企
業
化
に
は
必
要
な
場
合
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
過
剰
資
本
が

集
中
さ
れ
る
。
ま
た
一
般
に
、
集
中
は
、
市
場
の
大
き
さ
を
変
化
さ
せ

ず
そ
れ
と
無
関
係
に
、
資
本
の
配
分
の
変
化
だ
け
か
ら
生
じ
得
る
。
し

か
し
、
生
産
力
は
、
集
中
に
よ
っ
て
一
般
に
上
昇
し
、
し
か
も
、
い
ま

み
た
よ
う
に
不
況
期
に
過
剰
設
備
が
残
存
す
る
の
で
、
実
現
条
件
は
悪

化
す
る
。
こ
の
限
り
で
は
、
多
少
不
況
期
が
長
び
く
。
し
か
し
、
こ
の

種
の
過
剰
資
本
は
、
少
し
の
あ
い
だ
残
存
し
て
も
、
次
に
は
不
況
期
に

も
存
続
し
得
て
い
る
資
本
の
な
か
で
最
も
劣
位
の
資
本
が
そ
れ
を
負
担

し
、
再
度
廃
棄
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
過
剰
資
本
は
不
況
期
に

多
少
残
存
す
る
が
、
い
ず
れ
廃
棄
さ
れ
て
し
ま
う
。

　
更
に
、
遊
休
貨
幣
資
本
が
集
中
さ
れ
る
場
合
を
考
え
る
。
遊
休
貨
幣

資
本
は
、
い
わ
ゆ
る
資
本
の
過
多
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
単
独
で
は

行
動
し
得
ず
、
平
均
的
な
利
潤
率
を
達
成
し
得
ぬ
資
本
で
あ
る
。
し
か

し
総
資
本
に
と
っ
て
は
過
剰
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
遊
休
資
本
が
、

利
潤
率
か
ら
見
て
過
剰
で
あ
る
が
、
実
現
条
件
か
ら
見
て
過
剰
で
な
い

の
は
、
そ
れ
が
ま
さ
に
遊
休
し
て
い
て
生
産
資
本
に
転
化
し
て
い
な
い

か
ら
で
あ
る
。
遊
休
し
て
い
る
限
り
、
総
資
本
の
再
生
産
条
件
を
圧
迫

　
　
　
　
資
本
集
中
と
過
剰
資
本
の
累
積
（
山
本
）

し
な
い
。
し
か
し
、
遊
休
資
本
が
集
中
さ
れ
、
生
産
資
本
に
転
化
す
れ

ぱ
事
情
は
異
な
る
。
総
資
本
の
再
生
産
過
程
で
は
、
平
均
利
潤
率
を
前

提
し
て
お
り
、
そ
れ
を
達
成
し
え
ぬ
資
本
は
、
再
生
産
条
件
に
ふ
く
め

ら
れ
な
い
。
遊
休
資
本
が
、
平
均
利
潤
率
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
資
本
と

し
て
大
資
本
に
集
中
さ
れ
れ
ぼ
、
大
資
本
に
と
っ
て
は
過
剰
で
な
く
て

も
、
総
資
本
の
実
現
条
件
に
１
と
っ
て
は
過
剰
資
本
と
な
る
。
そ
こ
で
も

し
、
遊
休
資
本
が
再
生
産
条
件
を
摺
乱
し
な
い
よ
う
に
配
分
さ
れ
れ
ぱ
、

再
生
産
過
程
に
入
っ
て
来
て
も
、
過
剰
生
産
を
生
み
だ
す
こ
と
に
は
な

ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
遊
休
資
本
を
集
中
す
る
の
は
、
大

資
本
で
あ
っ
て
、
総
資
本
の
再
生
産
条
件
は
ま
っ
た
く
無
視
さ
れ
る
。

も
し
、
こ
れ
が
、
不
況
期
の
大
資
本
問
の
新
投
資
競
争
に
用
い
ら
れ
れ

ぱ
、
過
剰
生
産
は
一
層
拡
大
す
る
。

　
し
か
し
、
以
上
の
範
囲
で
は
、
恐
慌
の
作
用
そ
の
も
の
が
低
下
し
た

こ
と
に
は
な
っ
て
い
ず
、
不
況
が
長
期
化
す
る
だ
げ
で
あ
る
。
自
由
競

争
が
展
開
さ
れ
て
い
る
限
り
、
周
期
的
に
過
剰
資
本
は
一
掃
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
不
況
の
長
期
化
は
、
そ
の
後
の
好
況
・
繁
栄
局
面
を
弱

め
る
役
割
を
は
た
し
、
景
気
を
停
滞
さ
せ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
過
剰
資

本
が
廃
棄
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
は
変
り
な
く
て
も
、
資
本
に
と
っ
て

は
、
困
難
な
事
態
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
過
剰
資
本
は
、
利
潤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五
（
五
五
三
）
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率
の
傾
向
的
低
下
の
法
則
の
作
用
の
も
と
で
、
必
要
資
本
量
の
増
大
に

と
も
な
っ
て
産
業
循
環
を
経
る
ご
と
に
量
的
に
増
大
し
、
不
況
期
に
蓄

積
を
圧
迫
す
る
。

　
（
１
）
、
（
２
）
、
（
３
）
マ
ル
ク
ス
、
『
資
本
論
』
、
第
一
部
、
同
、
八
ニ
ハ

　
　
　
頁
。
ｇ
彗
窪
一
墨
．
－
ｏ
ｏ
．
雷
卜

　
（
４
）
　
マ
ル
ク
ス
、
『
資
本
論
』
、
第
三
部
、
同
、
三
〇
九
頁
。
９
彗
貴

　
　
　
団
ｐ
ｏ
〇
一
ｃ
つ
．
Ｎ
畠
．

　
（
５
）
、
（
６
）
マ
ル
ク
ス
、
『
同
』
、
第
一
部
、
八
一
八
頁
。
９
彗
寅

　
　
　
震
ら
ｏ
ｏ
。
雷
ｏ
・
も
と
も
と
、
マ
ル
ク
ス
が
、
資
本
蓄
積
の
と
こ
ろ
で
、

　
　
　
集
中
を
と
り
あ
げ
た
の
は
、
そ
れ
が
、
可
変
資
本
を
相
対
的
に
減
少
さ

　
　
　
せ
る
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
　
　
２
）
競
争
条
件
の
変
化

　
で
は
、
何
が
過
剰
資
本
の
一
掃
を
さ
ま
た
げ
る
の
か
。
残
さ
れ
た
も

の
は
、
こ
の
競
争
条
件
の
悪
化
で
あ
る
。
そ
の
要
因
は
、
マ
ル
ク
ス
が
、

過
剰
資
本
の
負
担
の
説
明
の
際
に
強
調
し
て
い
た
集
中
の
進
展
に
と
も

な
う
収
奪
と
資
本
間
の
不
平
等
の
拡
大
で
あ
る
。

　
さ
き
に
見
た
よ
う
に
、
利
潤
率
の
低
下
と
過
剰
資
本
の
形
成
の
も
と

で
、
諸
資
本
の
生
産
条
件
の
相
違
が
拡
大
し
資
本
集
中
が
進
ん
だ
。
大

資
本
と
小
資
本
は
、
生
産
条
件
も
上
位
下
位
と
対
応
し
て
い
る
と
し
て
、

こ
う
し
た
場
面
で
利
潤
率
が
低
下
す
れ
ぱ
、
た
え
ず
小
資
本
が
没
落
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
六
（
五
五
四
）

る
。
た
だ
し
、
小
資
本
は
、
少
た
く
と
も
費
用
価
格
だ
げ
が
回
収
さ
れ

る
下
限
ま
で
は
、
当
該
部
門
に
残
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
そ
の
場
合
は
、

そ
の
分
だ
け
他
に
超
過
利
潤
が
発
生
す
る
。
更
に
、
一
般
に
必
要
資
本

量
の
増
大
あ
る
い
は
、
利
潤
率
の
傾
向
的
低
下
に
よ
っ
て
、
い
ず
れ
は
、

小
資
本
か
ら
順
に
排
除
さ
れ
る
。

　
こ
う
し
て
、
理
に
移
成
さ
れ
て
い
る
過
剰
資
本
が
あ
り
、
そ
れ
に
あ

た
る
分
が
価
格
や
操
業
度
の
低
下
に
現
わ
れ
る
と
す
る
と
、
そ
れ
は
、

主
に
小
資
本
が
負
担
し
、
小
資
本
が
過
剰
資
本
と
し
て
廃
棄
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
限
り
で
は
、
問
題
は
解
決
し
て
い
る
。
し
か
し
逆

に
、
こ
の
こ
と
は
、
問
題
解
決
の
条
件
を
せ
ぱ
め
、
競
争
の
主
要
た
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

面
が
、
大
資
本
間
に
移
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
大
資
本
間
の
競
争
で
は
、
互
い
に
排
除
す
る
の
に
は
、
小
資
本
を
排

除
す
る
の
に
必
要
な
資
本
よ
り
も
大
き
な
資
本
を
必
要
と
す
る
。
し
か

も
、
過
剰
な
資
本
を
負
担
し
廃
棄
さ
れ
る
小
資
本
だ
げ
で
は
、
過
剰
資

本
は
処
理
さ
れ
っ
く
さ
ず
、
残
り
の
過
剰
資
本
を
大
資
本
が
か
か
え
た

　
　
　
　
（
２
）

ま
ま
と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
価
格
低
下
に
ょ
っ
て
大
資
本
も
減
価
を
う
げ

る
が
、
過
剰
設
備
が
廃
棄
さ
れ
な
い
で
残
る
。
な
ぜ
な
ら
、
大
資
本
は
、

小
資
本
と
比
べ
て
、
利
潤
率
の
低
下
に
よ
っ
て
う
げ
た
損
失
を
、
利
潤

量
の
大
き
さ
で
補
う
こ
と
が
出
来
る
範
囲
が
大
き
く
、
過
剰
資
本
を
か



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

か
え
た
ま
ま
で
も
、
生
産
が
継
続
さ
れ
得
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
大
賞
本
と
小
資
本
の
不
平
等
な
関
係
は
、
生
産
条
件

と
く
に
費
用
価
格
の
違
い
だ
げ
か
ら
拡
大
す
る
の
で
は
な
く
、
資
本
規

模
の
ち
が
い
と
と
も
に
過
剰
資
本
を
誰
が
負
担
す
る
か
と
い
う
こ
と
に

媒
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
て
で
き
た
、
不
平
等
な
関
係
の

も
と
で
、
過
剰
資
本
を
負
担
す
べ
き
中
小
資
本
が
減
っ
て
い
く
。
逆
に
、

大
資
本
の
持
つ
過
剰
資
本
に
対
す
る
容
力
が
、
過
剰
資
本
の
廃
棄
を
さ

ま
た
げ
る
。
大
資
本
が
自
ら
か
か
え
る
こ
の
過
剰
設
傭
の
圧
力
が
、
競

争
の
困
難
さ
を
も
た
ら
す
。

　
（
１
）
蓄
積
の
進
行
に
つ
れ
て
、
競
争
の
主
体
の
変
化
、
す
な
わ
ち
、
競
争

　
　
　
が
大
資
本
間
中
心
と
な
っ
て
行
く
と
い
う
指
摘
は
、
す
で
に
、
ヒ
ル
フ

　
　
　
　
ァ
ー
デ
ィ
ソ
ク
が
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
固
定
資
本
の
巨
大
化
と
混

　
　
　
合
企
業
化
か
ら
説
明
さ
れ
る
。
ま
ず
、
固
定
資
本
が
巨
大
で
資
本
の
移

　
　
　
動
が
困
難
で
、
資
本
破
壊
も
困
難
と
た
る
。
さ
ら
に
、
大
資
本
問
の
競

　
　
　
争
で
は
、
ど
の
資
本
も
没
落
せ
ず
、
資
本
の
過
剰
が
廃
棄
さ
れ
な
い
。

　
　
　
ど
の
資
本
も
減
価
を
う
げ
る
。
ヒ
ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
ソ
ク
、
『
金
融
資
本

　
　
　
論
』
林
要
訳
、
国
民
文
庫
版
、
一
九
六
四
年
、
凹
、
一
六
～
一
七
頁
。

　
　
　
臼
序
＆
ぎ
囚
二
Ｕ
霧
艮
箏
彗
Ｎ
片
呂
岸
竺
団
ｏ
ま
ｐ
お
割
一
乙
ｏ
ー
ミ
ド
ミ
○
ｏ
．

　
　
（
２
）
大
内
力
氏
は
、
こ
の
点
を
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。
独
占
部
門
に

　
　
　
比
べ
、
非
独
占
部
門
で
は
、
資
本
の
過
剰
が
、
恐
慌
期
に
た
だ
ち
に
、
顕

　
　
　
在
化
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
恐
慌
の
激
発
性
が
弱
め
ら
れ
る
。
こ
れ
が
資

　
　
　
本
破
壌
の
作
用
を
弱
め
不
況
を
長
期
化
さ
せ
る
。
さ
ら
に
、
独
占
部
門

　
　
　
　
資
本
集
中
と
過
剰
資
本
の
累
積
（
山
本
）

（
３
）

で
は
、
価
格
笹
持
と
資
金
力
で
過
剰
資
本
の
破
壊
が
進
ま
ず
、
過
剰
資

本
の
温
存
が
、
不
況
の
回
復
を
遅
ら
せ
る
。
大
内
力
、
『
国
家
独
占
資

本
主
義
』
、
一
九
七
〇
年
、
一
四
〇
～
一
四
一
頁
。
し
か
し
、
非
独
占

部
門
だ
げ
で
は
廃
棄
し
き
れ
ぬ
程
過
剰
資
本
が
累
積
し
た
か
ら
こ
そ
不

況
が
長
期
化
す
る
の
で
あ
っ
て
、
中
ハ
資
木
の
負
担
し
得
る
過
剰
資
本

量
は
限
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
独
占
部
門
で
も
過
剰
資
本
の
破
壌
は
す
す

む
。
過
剰
資
本
の
う
ち
他
に
転
嫁
し
得
る
量
も
限
ら
れ
て
い
る
。

　
当
の
資
本
が
、
操
業
度
の
低
下
で
す
む
の
か
没
落
す
る
の
か
は
、
当

該
資
本
に
と
っ
て
ど
ち
ら
が
損
失
が
少
た
い
の
か
、
ど
れ
だ
け
過
剰
資

本
を
負
担
し
得
る
の
か
に
－
か
か
っ
て
い
る
。
操
業
度
低
下
と
価
格
低
下

に
よ
っ
て
う
げ
る
利
潤
減
少
と
資
本
損
失
が
、
費
用
価
格
の
低
さ
と
資

本
規
模
か
ら
生
れ
る
実
現
さ
れ
る
は
ず
の
利
潤
量
の
ど
こ
ま
で
を
占
め

る
か
で
あ
る
。
こ
の
容
量
は
主
に
１
有
機
的
構
成
と
資
本
規
模
で
決
ま
る
。

３
）

過
剰
資
本
の
圧
力

　
こ
の
よ
う
な
過
剰
資
本
の
死
重
に
耐
え
る
に
は
、
第
一
に
自
由
な
競

争
関
係
を
否
定
し
、
支
配
従
属
関
係
を
う
ち
た
て
る
か
、
あ
る
い
は
、

第
二
に
過
剰
資
本
の
負
担
を
、
総
資
本
が
一
様
に
う
げ
る
の
で
は
友
く
、

ま
た
大
資
本
が
直
接
う
け
な
い
よ
う
に
ー
、
他
に
転
嫁
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
ま
だ
独
占
支
配
が
な
く
て
も
不
平
等
な
負
担
は
、
行
わ
れ
う
る
。

む
し
ろ
、
す
で
に
、
資
本
集
中
の
進
展
が
う
み
出
し
た
過
剰
資
本
で
あ

る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
解
決
の
主
体
に
な
る
大
資
本
も
現
に
形
成
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
七
（
五
五
五
）
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い
る
。

　
自
由
競
争
の
下
で
は
、
過
剰
資
本
は
、
直
接
に
過
剰
生
産
と
な
る
。

こ
の
過
剰
生
産
が
更
に
価
格
下
落
と
な
っ
て
発
現
す
る
場
合
に
は
、
商

品
資
本
の
価
値
破
壊
は
、
ど
の
資
本
に
も
商
品
生
産
量
に
応
じ
て
、
平

等
に
分
配
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
現
に
ど
の
商
品
も
同
額
の
価

格
低
下
と
減
価
を
う
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
価
格
低
下
に
よ
る
市
場
条

件
の
変
化
に
と
も
な
っ
て
、
ど
の
資
本
が
そ
の
過
剰
資
本
の
廃
棄
の
負

担
を
う
げ
る
か
は
、
異
っ
て
い
る
。
っ
ま
り
、
価
格
低
下
に
も
ち
こ
た

え
ら
れ
ず
、
過
剰
資
本
を
一
手
に
ひ
き
う
け
て
破
壊
さ
れ
る
資
本
が
一

方
で
生
じ
、
他
方
で
、
そ
う
し
た
資
本
の
廃
棄
の
お
か
げ
で
、
他
の
生

産
条
件
の
よ
い
資
本
は
、
そ
ひ
分
だ
け
受
け
る
べ
き
減
価
の
一
部
が
ま

ぬ
か
れ
る
。

　
し
か
し
、
過
剰
資
本
は
、
次
の
よ
う
な
点
で
圧
力
と
な
る
。
一
っ
は

前
項
で
み
た
よ
う
に
、
競
争
の
困
難
さ
で
あ
る
。
た
と
え
ぱ
、
集
中
が

進
み
固
定
資
本
も
巨
大
化
す
れ
ぱ
、
恐
慌
期
に
価
格
が
低
下
し
て
も
そ

れ
に
応
じ
て
生
産
を
縮
小
す
る
べ
く
操
業
度
を
低
下
さ
せ
た
く
て
も
、

一
定
範
囲
し
か
低
下
さ
せ
ら
れ
な
い
。
固
定
資
木
の
更
新
が
可
能
な
程

度
で
生
産
が
継
続
さ
れ
れ
ば
、
過
剰
生
産
は
価
値
的
に
減
価
を
受
け
解

消
す
る
こ
と
は
す
る
が
、
価
格
は
い
っ
そ
う
低
下
し
、
そ
れ
が
長
期
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
八
（
五
五
六
）

す
る
。
こ
の
場
合
、
過
剰
設
備
の
う
ち
無
理
に
稼
動
さ
せ
ら
れ
た
部
分

が
過
剰
生
産
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
。
過
剰
生
産
総
額
は
増
大
す
る
。
も

し
こ
の
ま
ま
、
高
い
生
産
能
力
の
過
剰
な
生
産
設
備
が
あ
り
、
無
制
隈

に
競
争
が
展
開
さ
れ
れ
ば
、
価
格
下
落
と
過
剰
生
産
の
拡
大
と
い
う
状

態
に
な
る
。
し
か
も
中
小
資
本
が
少
な
く
な
る
の
で
、
過
剰
資
本
が
大

資
本
に
と
っ
て
有
利
に
配
分
さ
れ
る
条
件
は
少
た
く
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
第
二
に
、
こ
の
過
剰
資
本
の
価
値
を
、
だ
れ
が
、
ど

う
負
担
す
る
か
で
、
競
争
を
制
限
し
な
げ
れ
ぱ
な
ら
ず
、
す
す
ん
で
支

配
・
従
属
関
係
を
つ
く
ら
ね
ぱ
な
ら
な
く
な
る
。
と
い
う
の
は
、
固
定

資
本
の
過
剰
蓄
積
を
行
う
と
、
操
業
度
の
低
下
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
が
、

価
格
低
下
と
違
っ
て
、
減
価
と
廃
棄
の
負
担
が
徐
々
に
生
じ
る
。
し
た

が
っ
て
、
あ
る
一
時
期
、
た
と
え
ば
急
激
に
操
業
度
が
低
下
し
た
時
に

は
時
間
あ
た
り
負
担
し
な
げ
れ
ぱ
な
ら
ぬ
損
失
は
、
過
剰
資
本
の
価
値

の
う
ち
、
後
に
ス
ク
ラ
ッ
プ
さ
れ
て
一
挙
に
廃
棄
さ
れ
る
分
を
引
い
た

残
り
の
過
剰
資
本
量
を
、
低
下
し
た
操
業
度
の
期
間
の
長
さ
で
割
っ
た

も
の
に
な
る
。
限
ら
れ
た
時
期
に
は
直
接
に
大
き
た
損
失
量
と
し
て
は

現
わ
れ
た
い
。
恐
慌
後
の
困
難
な
一
時
期
に
限
れ
ば
、
過
剰
生
産
と
価

格
低
下
か
ら
う
げ
る
損
失
よ
り
も
、
操
業
度
低
下
の
方
が
、
損
失
は
少

な
い
。
こ
の
限
り
で
は
、
操
業
度
低
下
は
有
効
で
あ
る
。
し
か
し
、
次



の
よ
う
な
欠
点
が
あ
る
。

　
と
い
う
の
は
、
こ
の
過
剰
設
備
の
価
値
は
、
次
の
よ
う
に
，
な
る
か
ら

で
あ
る
。
固
定
資
本
は
、
生
産
過
程
で
利
用
さ
れ
な
け
れ
ぼ
、
使
用
価

値
的
な
消
滅
に
応
じ
て
価
値
的
に
消
減
し
、
摩
減
す
る
。
こ
の
分
は
、

生
産
物
に
移
転
し
な
い
し
、
固
定
資
本
に
残
存
も
し
な
い
。
更
に
、
そ

れ
を
引
い
た
残
存
し
て
い
る
過
剰
な
価
値
は
、
（
資
本
の
価
値
増
殖
機
能

の
低
下
に
と
も
な
う
資
本
の
減
価
と
は
違
っ
て
）
ス
ク
ラ
ッ
プ
さ
れ
る
ま
で

残
存
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
価
値
部
分
は
、
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、

生
産
物
に
移
転
し
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
企
業
は
、
こ
の
過
剰
資
本
の
価

値
部
分
も
含
め
て
、
更
新
の
た
め
の
価
値
回
収
と
し
て
、
稼
動
し
て
い

る
固
定
設
傭
に
負
担
さ
せ
、
費
用
価
格
を
上
昇
さ
せ
固
定
的
な
も
の
と

し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
自
由
競
争
の
も
と
で
は
、
利
潤
の
一

部
か
ら
控
除
さ
れ
更
新
に
あ
て
ら
れ
る
以
外
に
な
い
。
ま
だ
、
現
行
の

市
場
価
値
の
も
と
で
、
遊
休
設
備
の
回
収
さ
る
べ
き
価
値
部
分
に
。
あ
た

る
も
の
を
費
用
と
し
て
上
づ
み
し
、
価
格
を
っ
り
あ
げ
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

　
そ
こ
で
過
剰
設
備
を
も
っ
大
資
本
は
、
不
況
期
に
操
業
度
を
あ
げ
て
、

費
用
価
格
を
下
げ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
中
小
資
本
を
没
落
さ
せ
、
過
剰
資

本
を
他
に
転
稼
し
よ
う
と
す
る
か
、
い
ま
み
た
よ
う
に
、
、
自
分
で
負
担

　
　
　
　
資
本
集
中
と
過
剰
資
本
の
累
積
（
山
本
）

す
る
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
過
剰
資
本
を
中
小
資
本
に
転
稼
す
れ
ぱ
、

そ
れ
だ
け
逆
に
過
剰
資
本
の
担
い
手
を
自
ら
せ
ぼ
め
て
い
く
。
し
か
も
、

不
況
期
に
操
業
度
を
あ
げ
れ
ぼ
、
ど
の
資
本
も
そ
う
す
る
の
だ
か
ら
、

過
剰
生
産
は
拡
大
し
、
価
格
低
下
が
続
く
。

　
残
さ
れ
た
道
は
、
操
業
度
を
調
整
し
、
価
格
を
維
持
し
、
過
剰
な
資

本
の
価
値
を
価
格
に
上
づ
み
し
、
他
の
部
門
か
ら
収
奪
す
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
部
門
内
で
価
格
競
争
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

過
剰
資
本
の
圧
力
が
、
独
占
化
へ
の
傾
向
を
強
め
る
。

　
以
上
の
考
察
か
ら
、
次
の
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
利
潤
率
の
低
下

と
過
剰
資
本
の
彬
成
に
よ
っ
て
集
中
が
進
む
。
そ
の
集
中
は
資
本
収
奪

と
不
平
等
を
拡
大
し
、
と
も
に
１
過
剰
資
本
を
形
成
し
、
そ
の
廃
棄
を
困

難
に
す
る
。
こ
の
過
剰
資
本
の
圧
力
は
、
競
争
を
困
難
に
し
、
当
の
資

本
の
負
担
も
大
き
く
な
る
。
こ
れ
ら
が
競
争
の
制
限
を
避
げ
が
た
い
も

の
に
す
る
。
こ
の
い
み
で
、
資
本
集
中
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
過
剰

資
本
の
累
積
が
、
独
占
彩
成
の
一
要
因
と
な
る
。

一
九
（
五
五
七
）




